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村のようす

(50年 1月1日現在)

世帯数 1，416戸( 0) 
人口 7，221人(+9) 
男 3，522人(+8) 
女 3，699人ぐ+1) 
面積 46.62励

新

春
福
寿
草
・
に
寄
せ
る

母
な
る
大
応
の
奇
心
み
に

は
ぐ
く
ま
れ
て

生
き
て
き
た
人
の
歴
史

著
し
み
を
な
げ
き
を

土
は
吸
い
な
が
ら

た
え
ま
な
い
稜
仏
の

い
と
な
み
を
つ
づ
け

新
し
い
生
命
を
育
て
る

き
わ
だ
つ
美
し
さ
は
な
く
て
も

福
寿
草
・
に
は

さ
び
し
さ
を
生
さ
る

い
の
ち
の
昇
拳
が
あ
る

や
が
て
よ
に
帰
る
日
ま
で

人
々
も
わ
た
し
も
土
を

ふ
み
し
め
て
歩
く

木

代

子
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昭
和
五
十
年
の
新
春
を
迎
え
村

民
の
皆
さ
ん
の
御
健
康
と
御
繁
栄

を
お
祝
い
し
厳
し
い
こ
の
年
も
み

ん
な
の
力
で
、
お
互
の
幸
福
を
高

め
る
意
義
深
い
一
年
に
な
り
ま
す

よ
弘
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
は
物
価
問
題
や
総
需
要
抑

制
の
施
策
に
象
徴
き
れ
ま
す
よ
う

に
、
子
不
ル
ギ
ー
や
食
糧
な
ど
を

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

玉
川
村
長

含
め
た
資
源
の
問
題
、
経
済
の
体

質
改
善
、
或
は
価
値
観
の
み
な
お

し
等
ま
こ
と
に
厳
し
い
年
で
あ
り

ま
し
た
。

そ
し
て
い
わ
ゆ
る
経
済
成
長
第

一
主
義
か
ら
人
間
尊
重
、
生
活
優

先
の
高
福
祉
社
会
建
設
へ
の
方
向

転
換
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
更
に
経
済
不
況
、
物
価
の
昂

騰
、
農
産
物
価
格
の
不
安
定
、
異

小

針

千

代

之

助

常
天
候
に
よ
る
災
害
等
、
住
民
所

得
の
確
保
の
上
か
ら
も
容
易
で
な

い
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
達
の
玉
川
村
も
こ
の
よ
う
な

激
動
と
変
革
の
時
代
に
対
応
し
、

長
期
的
な
展
望
の
上
に
た
っ
て
、

村
民
福
祉
の
向
上
の
た
め

に
必
要

な
当
面
す
る
各
種
の
地
域
課
題
の

解
決
に
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
し

た。
そ
し
て
新
し
い
こ
の
年
も
私
達

L
V
ム
る
孟
・

1e'φφιel--

昭和50年 1月1日No. 101 

村
民
の
皆
さ
ん
新
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
希
望
に
輝
く
昭

和
五
十
年
の
新
春
を
迎
え
、
こ
の

一
年
間
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
健

康
で
明
る
く
豊
か
な
毎
日
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
私
は
議
長
に
就
任
し

て
以
来
八
年
目
を
む
か
い
ま
し

た
。
そ
の
間
村
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
議
員
諸
候
な
ら
び
に
村
当

局
、
関
係
機
関
の
御
協
力
を
得
ま

し
て
議
会
の
円
満
な
る
運
営
と
村

たまかわ広報

年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ

玉
川
村
議
会
議
長

政
発
展
の
た
め
鋭
意
努
力
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
を
も

ち
ま
し
て
現
在
ま
で
大
過
な
く
す

ご
す
こ
と
か
出
来
ま
し
た
こ
と
は

こ
れ
偏
に
皆
様
の
御
協
力
の
賜
と

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。昨
年
は
国
の
総
需
要
抑
制
施
策

に
伴
な
う
経
済
の
不
況
更
に
は
国

内
政
局
の
混
乱
等
内
外
と
も
に
非

常
に
き
び
し
い
年
で
あ
り
ま
し
た

が
今
年
こ
そ
は
是
非
明
る
い
年
に

し
た
い
と
念
願
い
た
し
ま
す
、
玉

川
村
も
発
足
以
来
二
十
年
を
迎
え

針

保

ま
し
た
こ
の
間
村
民
の
皆
き
ん
の

御
協
力
の
も
と
に
明
る
く
豊
か
な

住
み
良
い
村
造
り
を
め
ざ
し
て
、

産
業
、
福
祉
を
は
じ
め
各
般
に
亘

り
堅
実
な
歩
み
を
続
け
て
参
り
ま

し
た
が
、
こ
の
二
十
年
と
云
う
記

念
す
ベ
き
年
を
契
機
と
し
て
議
員

各
位
を
は
じ
め
村
当
局
と
一
体
と

な
り
村
民
福
祉
向
上
と
生
活
安
定

の
た
め
更
に
一
層
の
努
力
を
い
た

す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
何
卒
御

支
援
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

の
責
任
に
お
い
て
郷
土
の
豊
か
な

未
来
を
築
く
た
め
の
絶
え
間
な
い

よ
り
積
極
的
な
歩
み
を
続
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
は
体
育
館
、
プ
!
ル
を
含

め
た
須
釜
小
学
校
の
完
成
、
水
道

事
業
の
完
了
と
給
水
開
始
、
村
民

体
育
舘
、
村
営
住
宅
の
着
工
、
道

路
等
の
改
良
舗
装
の
促
進
、
農
業

振
興
諸
施
策
、
住
民
福
祉
行
政
の

展
開
な
ど
を
皆
さ
ん
の
参
加
と
協

力
の
中
で
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

本
年
は
就
労
セ

γ
タ

I

(
公
民

館
)
保
育
所
、
村
営
住
宅
等
の
建

設
事
業
と
、
農
林
道
を
含
め
た
生

活
道
路
の
改
良
舗
装
、
母
畑
農
用

地

開

発

事

業

等

の
農
業
振
興
施

策
、
商
工
会
館
建
設
、
消
防
施
設

の
整
備
等
を
進
め
て
ゆ
く
心
意
で

あ
h

リ
ま
す
。

ま
た
、
子
供
と
老
人
や
社
会
的

弱
者
を
温
く
守
り
育
て
、
お
互
の

生
命
と
生
活
を
大
切
に
す
る
福
祉

行
政
の
き
め
こ
ま
か
い
展
開
を
は

か
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
は
玉
川
村
の
当
面
す
る
課
題

は
要
約
す
れ
ば
、

一
、
村
民
福
祉
の
充
実
・
二
、

生
活
環
境
の
整
備
・
三
、
教
育
文

化
施
設
の
拡
充
・
四
、
産
業
の
振

興
の
四
点
に
あ
る
と
考
え
、
こ
れ

を
村
政
の
重
点
施
策
と
し
て
推
進

し
光
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
実
現
手
段
は
長
期

的
展
望
の
上
に
立
ち
行
財
政
能
力

を
踏
ま
い
た
具
体
的
な
振
興
計
画

の
年
次
別
実
施
で
あ
り
、
更
に
大

切
な
条
件
は
相
民
相
互
の
理
解
と

参
加
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
信

頼
と
協
調
の
明
る
い
村
政
の
展
開
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に
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

私
も
村
長
に
就
任
し
て
四
年
を

経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
皆
さ
ん

の
ご
支
持
と
ど

鞭
撞
に
感
謝
し
な
が
ら
、
そ
の
負

托
さ
れ
た
責
務
の
重
大
き
を
肝
に

銘
じ
公
平
、
誠
実
、
奉
仕
を
信
条

と
し
た
初
心
を
忘
れ
ず
「
よ
り
豊

か
な
よ
り
住
み
よ
い
玉
川
村
の
創

九

七

五

年

玉

村

Jf[ 
村

長

助

役

収

入

役

玉

村

)1 J 
議

長

富l

議

長

玉
川
村
行
政
区
長
会

渡鈴外

よ』
コミ

長

高1

会

長

造
」
に
努
力
を
し
て
き
た
心
意
で

あ
り
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
れ
る
に
当
り
更

に
思
い
を
新
た
に
し
て
使
命
達
成

に
努
力
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
の

で
、
変
り
な
い
御
支
持
と
御
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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役

場針
千

代

之

助

野

勇

蔵

内

寿

雄

職

員

同

議

会
針

保
辺

政

議

員

三同

外渡小

辺

哲
木

勝

区

長

同利夫
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JII 
辺

っ
す

今
春
四
月
村
内
の
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
児
童
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
該
当

児
は
昭
和
四
十
三
年
間
月
二
自
か
ら
昭
和
田
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者

で
、
男
三
十
七
名
女
四
十
七
名
、
合
計
八
十
四
名
で
昨
年
よ
り
二
十
四
名
少
な
く

な
り
ま
し
た
(
も
し
調
査
も
れ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
育
委
員
会
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
〉

ハ
臼
名
〉

住

所

児

童

名

川

辺
坂

本

の

ぷ

子

石

井

智

恵

子

野

崎

加

代

子

熊

田

亜

希

子

佐

藤

耕

治

熊

田

哲

也

須

藤

光

一

矢

吹

賢

治

矢

部

明

美

因

子

春

美

吉

田

光

子

佐

藤

勝

老

沼

彦

昭和50年 1月1自

玉
川
一
小 和

小

高石
井

さ

っ

き

有

賀

一

穂

溝

井

庄

一

小

針

敦

電
子

湯

沢

美

香

金

沢

知

子

石

井

チ

ヨ

子

矢

吹

隆

3 

保
護
者

和勝寿重忠竹光義庄 支紀茂
正

義昭光義治治久明蔵 一男勝

〈
お
名
〉金

'
幸

一
一
一

麻

一
.
功
金

市
三
知
夫

義

雄

源
一
郎

車

田

文

子

関

根

か

お

り

添

田

貴

子

須

釜

ま

り

子

矢

吹

カ

ツ

子

西

長

美

積

子

中
小

林

み

ど

り

鈴

木

美

枝

子

石

井

正

予

駒

木

根

譲

渡

辺

修

ニ

吉

田

明

美

木

戸

政

城

草

野

和

弘

.
小

針

恵

美

子

岩

法

寺

村

越

美

由

紀

佐

久

間

初

枝

村

越

美

栄

子

鈴

木

康

雄

佐

久

間

和

子

村

越

英

和

吉

田

い

み

子

吉

田

正

奨

竜

崎小

林

幸

恵

小

林

ひ

ろ

子

拓勝義和一忠ヨ武

男

忠

男裁
勝

英
則

康
義

顕

鋒

夫
正

行
常

美
正

臣勝清栄
熊
・
苦

笑

夫
良

知
正

春

静幸

夫義 自信男辛幸ジ

林林省

佳宮康

小小三
須
釜
小
ハ
弘
名
〉

荷

須

釜

塩

沢

徳

雄

瀬

谷

千

代

子

阿

部

真

由

美

大

木

征

奨

真

野

目

恵

大

野

政

幸

真

野

目

順

子

小

原

伸

夫

大

越

昭

子

円

谷

さ

と

み

榊

枝

哲

也

戸

津

勝

幸

松

田

幸

江

太

木

信

治

大

野

勇

大

野

み

ど

り

大

越

久

美

子

大

野

あ

け

み

相

楽

美

奈

子

高

、橋

雄

二

一

北

須

釜

草

野

和

子之

音松隆二
三
夫

安

徳

議

夫
弥

一

義

勝

好

利
照

雄

保

良

吉

男
忠

重

輝

夫

今
朝
吉
功哲

式

吉

吉

孝
遁

幸

清

良

伝

吉
昭

雄

洋

清

北

須

釜

鈴

木

健

一

鈴

木

政

義

矢

吹

聡

人

矢

吹

小

百

合

渡

辺

一

房

草

野

美

江

子

小

針

文

子

宍

一

戸

敦

瀬

谷

彦

一男之

し、し

康

武勝一義忠昭捨喪茂

義利郎信房一治二夫

渡
吉
佐森

山
小
屋
松

山

賢

沼藤

子月

計
和
一
万

和祝

苗

早

徳

四
日
迂
分
校
ハ

1
名〉

四
辻
新
田

塩

田

勝

吉

徳

昭
和
田
十
九
年
十
一
一
月
一
日
付

を
も
っ
て
新
民
生
、
泥
童
委
員
に

対
し
厚
生
大
臣
か
ら
次
の
方
々
に

委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
三
カ
年
間
、
地
域
福
祉
向

上
の
た
め
活
動
を
期
待
し
ま
す
。

川

辺

野

崎

丈

之

助

正

川

辺
蒜

生
小

高

問中岩
法

寺

竜

崎

熊

田

富

雄

佐
久
間
昌
磁

三

輪

貞

夫

車

田

藤

雄

岩
谷
唯
ニ

犬

竹

信

‘雄

小

林

滋

雄

南

須

釜

同開北
須

釜

向・加口山

小

屋

四
辻
新
田

、
中
野
チ
ョ
ウ

大
越
ト
ミ
ヨ

馬

上

福

之

塩

沢

政

与

高

原

猶

勝

大

和

田

一

我

妻

茂

註

滋

田

重

美

康

消
防
施
設

消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置

さ
き
に
広
域
簡
易
水
道
建
設
事

業
に
お
い
て
、
村
内
に
九
千
七
ケ

所
の
消
火
栓
を
設
置
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
ポ
ッ
タ
ス
等
未
設
震

の
た
め
に
、
昭
和
四
十
九
年
に
計

画
中
で
し
た
消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
の

取
付
も
終
り
、
こ
の
ほ
ど
、
消
防

用
ホ
ー
ス
二
本
並
び
に
筒
先
一
本

と
消
火
栓
開
閉
器
を
そ
れ
ぞ
れ
記

置
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

，
じ
ま
す
。

消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
管
理
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

各
部
落
内
の
設
置
数
は
次
の
と

お
り
で
す
。

別

辺

部

落

蒜

生

ク

小
高
ん
す

中

。
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土
地
の
取
引
は
届
出
を

「
国
土
利
用
計
画
法
施
行
」

4 

地
価
の
安
定
と
、
国
土
の
計
画

的
な
利
用
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
、
国
土
利
用
計
画
法
が
十

二
月
二
十
四
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た。
こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
土
地
の
取
引
に
関
し

て
、
県
知
事
へ
の
許
可
申
請
や
、

届
出
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
、
こ
れ
に
違
反
す
る
と
罰
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

国
土
利
用
計
画
法
の
あ
ら
ま
し

昭和50年 1月1日

は
次
の
と
お
り
で
す
。

国
土
利
用
計
画

国
土
は
国
民
の
限
ら
れ
た
資
源

で
あ
り
、
総
合
的
に
し
か
も
計
画

的
に
利
用
し
て
い
く
た
め
、
国
、

県
、
村
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
に

つ
い
て
国
土
利
用
計
画
な
り
、
土

地
利
用
基
本
計
画
を
定
め
ま
す
。

土
地
取
引
の
許
可

県
知
事
は
、
土
地
の
取
引
示
盛

ん
に
行
な
わ
れ
る
と
か
、
地
価
の

値
上
り
が
激
し
く
な
る
、
あ
る
い

は
そ
の
危
険
が
あ
る
地
域
を
規
制

区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
規
制
区
域
内
で
の

土
地
の
売
買
〈
賃
貸
借
も
含
む
〉

の
契
約
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
土
地
の
売
買
の
予
定
価
格
や

利
用
目
的
を
明
ら
か
に
し
た
申
請

書
を
、
村
長
を
経
由
し
て
知
事
に

提
出
し
、
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。

こ
の
場
合
、
許
可
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
と
き
は
、
契
約
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な

O
ま

す。土
地
取
引
の
届
出

地
価
の
値
上
り
と
正
し
い
利
用

を
は
か
る
た
め
、
規
制
区
域
以
外

で
も
一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
取

引
は
県
知
事
へ
届
出
を
要
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(
た
だ
し
、
農
地
法
第
三
条
の

規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
る
場
合

は
届
出
を
要
し
ま
せ
ん
。
〉

本
村
の
場
合
は
、
一
万
平
方
メ

ー
ト
ル
(
約
一
町
歩
〉
以
上
の
土

地
の
取
引
を
契
約
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
届
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
場
合
、
個
々
の
面
積
は
一

万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
も
、
一

二
ラ
の
厳
寒
期
の
管
理

No. 101 

厳
寒
期
に
は
、
ち
ょ
う
ど
ニ
ラ

の
根
株
も
弱
り
軟
弱
徒
長
、
葉
内

細
、
簿
緑
化
(
黄
緑
化
〉
、
病
害

①
葉
先
の
結
れ
目
索
、
さ
、
灰
カ
ピ

病
薬
害
、
②
白
い
班
点
目
白
斑
症

状
等
が
出
や
す
く
そ
れ
ら
を
防
止

す
る
こ
と
が
、
収
穫
調
整
の
省
力

に
も
な
り
品
質
の
向
上
に
も
つ
な

が
る
。

たまかわ

管

理

方

法

広報

ー
、
日
中
高
温
時
は
換
気
を
行
な

う
つ
一
ラ
の
棄
が
七

m
以
上
の
び

た
も
の
〉

O
時
期
晴
天
で
風
の
弱
い
日
は

朝
日
が
て
り
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
が

上
が
っ
て
か
ら
行
い
、
昼
食
時
又

は
、
食
事
後
早
め
に
大
・
中
・
小

ト
ン
ネ
ル
を
し
め
る
。
そ
の
際
、

中
・
小
ト
ン
ネ
ル
は
、
す
そ
が
地

面
に
密
着
す
る
よ
う
に
す
る
こ

と。O
方
法
小
ト
ン
ネ
ル
を
全
開
又
は
、
中

央
部
ま
で
半
分
あ
け
る
。
中
ト
ン

ネ
ル
は
、
大
ト

Y
ネ
ル
の
換
気
予

定
口
の
反
対
側
の
す
そ
を
あ
け

る
。
続
い
て
大
ト

γ
ネ
ル
の
肩
口

を
あ
け
る
。
(
直
接
冷
気
が
は
い

ら
な
い
〉

O
効
果
換
気
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
ハ

ウ
ス
内
の
空
気
中
湿
度
を
と
り
さ

り
軟
弱
徒
長
、
薄
緑
化
、
病
害
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
、
さ
ら
に
高

温
に
よ
る
葉
先
の
わ
ん
曲
も
ふ
せ

げ
る
。
し
か
し
低
温
期
の
換
気
で

あ
る
た
め
ニ
ラ
の
葉
に
急
に
冷
気

が
あ
た
ら
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

O
そ
の
他

1
、
こ
ま
か
い
事
で
あ
る
が
中
ト

γ
ネ
ル
上
部
の
ポ
リ
の
合
わ
さ
り

が
不
十
分
で
、
す
き
間
の
あ
る
部

分
の
修
理
、
戸
口
と
戸
び
ら
の
接

し
ょ
く
部
分
の
ビ
ニ
ー
ル
を
十
分

と
り
夜
の
つ
ゆ
で
ビ
ニ
ー
ル
が
密

着
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
小
ト
ン

ネ
ル
の
高
さ
を
、
一
定
の
高
さ
に

な
お
し
保
温
の
む
ら
を
な
く
す
こ

と
。
ハ
ウ
ス
の
北
側
(
日
の
あ
た

ら
な
い
部
分
〉
の
す
そ
部
を
ワ
ラ

が
こ
い
を
す
る
と
と
な
ど
労
力
と

ハ
ウ
ス
の
条
件
に
合
わ
せ
て
行
な

う
と
よ
い
。

2
、
刈
り
取
り
後
の
薬
剤
散
布
の

励
行
。
オ
T
ソ
サ
イ
ド
側

t
側
倍

の
か
ん
注
(
灰
カ
ピ
防
止
)
-
一
ラ

葉
五

t
七
m
ま
で
は
、
液
剤
(
オ

i
ソ
サ
イ
ド
〉
を
使
用
、
そ
れ
以

上
は
ト
リ
ア
ジ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
を
使

用
の
こ
と
。

3
‘
追
肥
、
液
肥
源
必
号
制
倍
、

刈
り
取
り
後
次
回
刈
り
取
り
ま
で

一
回
を
原
則
と
す
る
。

(
石
川
農
業
改
良
普
及
所
)

団
の
土
地
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
で
あ
れ
ば
届
出
を
要
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
知
事
は
、
こ
の
届
出
の
価

格
が
高
す
ぎ
る
と
か
、
利
用
目
的

が
定
め
ら
れ
た
土
地
利
用
計
画
に

合
わ
な
い
場
合
は
、
契
約
の
中
止

な
ど
を
勧
告
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

遊
休
土
地
の
利
用

取
得
目
的
に
使
わ
れ
な
い
で
三

年
以
上
遊
ん
で
い
る
土
地
が
あ
る

と
き
は
、
県
知
事
は
遊
休
土
地
と

し
て
指
定
し
、
所
有
者
な
ど
に
指

防
犯
灯
を
大
切
に

防
犯
灯
は
、
村
内
に
数
多
く
設

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
方

々
に
こ
わ
さ
れ
て
い
る
所
が
見
か

寒
さ
厳
し

文
化
財
を

守
り
ま
し
ょ
う

導
や
勧
告
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
が

所
有
者
な
ど
に
聞
き
入
れ
ら
れ
な

い
場
合
は
、
買
取
り
の
協
議
や
公

共
用
地
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
の

手
段
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
遊
休
土
地
に
つ
い
て
の
定
め

は
、
昭
和
四
十
四
年
一
月
一
日
以

降
に
契
約
し
た
土
地
で
遊
休
・

と
認
め
ら
れ
る
土
地
に
つ
い
て
も

今
後
二
年
聞
に
限
っ
て
、
同
じ
よ

う
に
取
り
扱
う
乙
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。以
上
が
主
な
内
容
で
す
が
、
届

出
等
に
つ
い
て
く
わ
し
い
こ
と
は

企
画
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

け
ら
れ
ま
す
。

明
る
い
そ
し
て
住
み
よ
い
犯
罪

の
な
い
村
に
す
る
た
め
に
、
こ
う

し
た
い
た
づ
ら
は
や
め
ま
し
ょ

o
 

h
n
J
 

全ミー



国
民
年
金
の
五
年
年
金
の

たまかわ

裁
定
請
求
は
こ
の
よ
う
に

広報

昭
和
五
十
年
一
月
か
ら
は
待
望

の
い
わ
ゆ
る
五
年
年
金
の
裁
定
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
五
年
年
金
に
関
す
る
事
務

は
、
社
会
保
険
庁
に
お
い
て
電
子

計
算
組
織
に
よ
り
、
全
国
の
も
の

を
一
括
し
て
行
な
う
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
五
年
年
金
に
加
λ
さ
れ

た
期
間
や
保
険
料
を
締
め
た
期
間

等
は
、
す
べ
て
社
会
提
険
庁
に
お

い
て
記
録
さ
れ
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
ど
承
知
の
よ
う
に
、
五
年
年

金
を
う
け
る
に
は
定
め
ら
れ
た
保

Nα10¥ 昭和50年 1月1日

険
料
納
付
済
期
間
と
年
齢
〈
六
十

五
歳
)
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
た
と
し
て
も
そ

れ
だ
け
で
自
動
的
に
年
金
が
う
け

ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

年
金
を
う
け
る
に
は
「
裁
定
誇

求
」
と
い
う
行
為
が
必
要
で
す
。

「
裁
定
」
と
は
国
ハ
社
会
保
険
庁

長
官
〉
に
年
金
を
う
け
る
権
利
が

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
も
ら
う
こ

と
で
す
が
、
こ
の
確
認
ハ
裁
定
〉

を
う
け
て
は
じ
め
て
年
金
が
う
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
J

さ
て
、
こ
の
裁
定
請
求
を
す
る

方
法
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の
住
所

地
の
市
町
村
役
場
に
備
え
つ
け
て

あ
り
ま
す
「
裁
定
請
求
書
」
に
必

要
な
事
項
を
記
入
し
、
国
民
年
金

手
帳
を
添
付
し
て
役
場
に
提
出
す

れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
裁
定
請
求
書
に
記
入
す
る
事
項

は
、
①
国
民
年
金
手
帳
の
記
号
番

号
、
②
生
年
月
日
、
③
氏
名
、
④

住
所
、
@
年
金
の
支
払
い
を
う
け

る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
郵
便
局
ま

た
は
金
融
機
関
(
銀
行
、
相
互
銀

行
、
信
用
金
聾
〉
の
名
称
な
ど
の

事
項
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
項
は
、
裁
定
を
行

う
と
き
や
今
後
み
な
さ
ん
に
五
年

年
金
を
お
支
払
い
す
る
と
き
に
必

要
と
な
る
犬
切
な
も
の
ば
か
り
で

す
の
で
、
も

L
、
ま
ち
が
っ
た
と

こ
ろ
や
、
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
と
、
裁
定
に
多
く

の
時
障
が
か
か
っ
た
り
年
金
の
支

払
い
を
う
け
る
と
き
に
不
都
合
が

お
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
裁
定

語
求
書
は
、
正
し
く
は
っ
き
り
書

く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
さ
れ
た
裁
定
請
求
書
は
、

役
場
な
ら
び
に
社
会
保
険
事
務
所

で
内
容
を
審
査
補
正
し
た
後
、
社

会
保
険
庁
へ
送
ら
れ
ま
す
。

一
社
会
保
険
庁
で
は
、
保
険
料
の

納
付
状
況
お
よ
び
年
齢
に
よ
り
年

金
を
う
け
る
権
利
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
と
き
に
は
、
「
国
民
年
金

証
書
」
と
「
年
金
裁
定
通
知
書
」

を
作
成
し
て
お
送
り
し
ま
す
。

戦
傷
病
者
の
相
談
員
に

奥
野
義
章
さ
ん

戦
蕩
病
者
特
別
援
護
法
の
規
定

に
よ
っ
て
、
こ
の
た
び
厚
生
大
臣

よ
り
、
福
島
県
ハ
石
川
地
方
担

当
〉
の
相
談
員
に
委
託
さ
れ
ま
し

た。
こ
れ
か
ら
三
年
間
こ
の
業
務
に

つ
い
て
尽
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
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寒
さ
に
め
げ
ず
熱
戦

柔

奏。

第
三
回
玉
川
村
柔
剣
道
大
会

は
、
公
民
館
主
催
で
十
二
月
二
十

二
日
午
前
九
時
か
ら
須
釜
中
学
校

屋
体
に
中
学
生
及
び
一
般
の
選
手

九
十
一
名
が
参
加
し
て
寒
さ
に
め

げ
ず
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し

た。
成
績
は
次
の
と
お
勺
で
、
団

体
、
一
般
個
人
優
勝
者
に
玉
川
村

長
杯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

柔
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吉
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一
一

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
福
島
県
知
事
よ
り
身
体
障

害
者
相
談
員
と
し
て
委
託
さ
れ
て

棺
談
、
指
導
を
行
な
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す。
-e

、gもE
r
-
-
2

、
.• 
，・.2J-Er--ze---f
、2tJF

~
力
!
ブ
ミ
ラ
ー
が

a
p
 

~
泣
い
て
い
ま
す
い

い
ま
村
内
に
は
、
交
通
対
的

内
策
協
議
会
や
交
通
安
全
協

w

門
会
、
あ
る
い
は
道
路
管
理
者
~

》
な
ど
が
、
危
険
な
カ
l
プ
や
山

ヘ
交
叉
点
に
約
八
十
基
の
カ

i

v

山
プ
ミ
一
フ
ー
を
設
置
し
て
お
り
~

ザ
ま
す
が
、
最
近
こ
の
カ

l
プ
ハ

γミ
フ
ー
が
割
ら
れ
た
り
、
傷
い

九
一
つ
け
ら
れ
た
り
し
て
い
る
と
~

ハ
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
~

之
の
カ
1
プ
ミ
ラ
:
は
高
山

~
髄
な
も
の
で
、
こ
わ
れ
た
か

ω

い
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
新
し
い
も
同

γ

の
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ん

》

ま

せ

ん

o

r

m

常
識
あ
る
大
人
で
は
出
来

ω

〈
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
~

V

で
、
子
供
の
い
た
ず
ら
と
思
〈

~
わ
れ
ま
ず
か
ら
、
家
庭
で
ご
い

ハ
注
意
を
い
た
だ
く
と
と
も

ω

い
に
、
公
共
物
を
大
切
に
す
る
~

V

と
い
う
常
日
頃
の
「
し
つ
《

~
け
」
を
お
願
い
し
た
い
も
の
〉

円
で
す
。
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ガ
ス
も
石
油
か
ら
つ
く
ら
れ
ま
す

「
も
の
を
大
切
に
す
る
運
動
L

前
号
で
は
「
石
油
」
の
節
約
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
じ
た
が
、
今

回
は
「
ガ
ス
」
の
節
約
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

私
選
が
毎
日
使
っ
て
い
る
プ
ロ

バ
γ
ガ
ス
は
、
い
ま
国
内
で
約
千

六
百
万
世
帯
の
人
た
ち
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
プ
ロ
バ

'γ
ガ
ス
は
石

油
の
精
製
過
程
で
つ
く
ら
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
上
手
な
ガ
ス
の

使
い
方
は
そ
の
ま
ま
石
油
の
節
約

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

マ
は
じ
め
チ
ヨ
ロ
チ
ヨ
口
中
パ
ツ

昭和50年 1月1日No.'01 たまかわ広報

ilJS 

玉

青

協

女
子
活
動
部

研
修
会
開
か
れ
忍

玉
川
村
青
年
団
連
絡
協
議
会
主

催
の
女
子
活
動
部
研
修
会
が
、
十

一
一
月
二
十
二
日
、
午
前
九
時
よ
り

玉
川
村
公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
役
場
の
佐
藤
芳
子

さ
ん
を
講
師
と
し
て
、
料
理
講
習

を
行
な
い
、
豚
の
巻
き
上
げ
、
五

日
ご
は
ん
等
を
作
り
、
み
ん
な
で

試
食
を
し
、
午
後
か
ら
は
、
美
容

師
を
招
い
て
、
美
容
教
室
を
関

き
、
上
手
な
化
粧
の
仕
方
等
を
勉

強
し
ま
し
た
ρ

研
修
会
に
は
佐
藤

恵
美
子
翻
会
長
、
車
宙
世
利
子
女

子
部
長
ら
約
一
一
一
十
人
が
出
席
し
、

今
後
の
活
躍
が
益
々
期
待
さ
れ
ま

す。
サ
ン
タ
の
お
じ
さ
ん

あ
り
が
と
う

泉
保
育
所
で
は
、
十
二
月
二
十

五
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
、
ク
リ
ス

マ
九
お
ゅ
う
ぎ
会
を
開
き
ま
し
た

が
、
こ
の
と
き
小
高
字
戸
ノ
内
の

溝
井
良
仲
さ
ん
よ
り
、
全
鹿
児
に

ア
イ
ス
ケ
ー
キ
が
贈
ら
れ
、
子
供

達
は
思
い
が
け
な
い
サ

y
タ
の
プ

レ
ゼ

γ
ト
に
大
喜
び
で
し
た
。

溝
井
さ
ん
は
、
保
育
所
と
特
別

な
関
係
も
な
く
、
子
供
達
を
喜
ば

せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
の
あ
た

た
か
い
心
ず
く
し
に
、
保
護
者
は

も
ち
ろ
ん
関
係
者
か
ら
感
議
さ
れ

ま
し
た
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

(
十
二
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
〉

南 竜岩小 JII部
。。須~ ~法~ ~ ゐ h

釜 埼寺高辺落言、

阿金小小小小奥小溝三石 --ruA 
出...，

子林原林林野井瓶川生
部 針兎
美み
幸 博恵竪 .信安氏
由つ ，.;代名

治紀春美樹美一徹江之彦

金寅春由佳辰 貞農金世

滋武夫室

佳也六名昭一雄二政一

〔
ご
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

落

川

辺

小

高中

竜

峰

。
部

(
十
二
月
分
の
死
亡
届
番
か
ら
〉

伏佐小関須
死
亡
者
氏
名

藤担針藤田

し
、
あ
と
は
ナ
ベ
の
底
に
炎
の

先
が
届
く
く
ら
い
に
調
節
し
ま

し
ょ
う
。

マ
小
さ
い
か
ら
と
パ
カ
に
し
な
い

で
瞬
間
湯
沸
か
し
器
等
の
バ
イ

ロ
γ
ト
バ
ー
ナ
ー
。
こ
ん
な
火

ぐ
ら
い
た
い
し
た
こ
と
な
い

ゎ
、
と
つ
け
っ
放
し
の
ご
家
庭
ま
し
ょ
う
。
余
分
に
沸
か
し
た

は
あ
り
ま
せ
ん
か
o
湯
沸
か
し
ら
魔
法
瓶
に
入
れ
て
お
き
ま
し

器
な
ど
を
使
わ
な
い
と
き
は
、
ょ
う
。

バ
イ
ロ
ッ
ト
バ
ー
ナ
ー
は
消
し
マ
広
く
て
た
い
ら
な
も
の
を

ま

し

ょ

う

。

ヤ

カ

γ
や
ナ
ベ
は
広
く
て
た

マ
た
く
さ
ん
湯
か
し
て
も
、
飲
み
い
ら
な
も
の
を
選
び
ま

L
ょ

ロ
1
ソ
グ
で
も
ガ
ス
で
も
炎
き
れ
ま
せ
ん

e

う
o

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
炎
が
容
器
，
f

の
先
端
が
一
番
混
度
が
高
い
の
二
、
三
人
分
の
お
茶
に
ヤ
カ
の
底
を
広
く
熱
し
な
い
と
熱
効

で
す
。
ガ
ス
コ
ン
ロ
は
、
火
を

γ
一
杯
の
お
湯
は
多
す
ぎ
る
と
率
が
わ
る
く
な
り
ま
す
。
材
質

つ
け
る
時
だ
け
コ
ッ
ク
を
全
開
い
う
も
の
。
使
う
だ
け
沸
か
し
も
、
い
わ
ゆ
る
金
物
は
熱
し
ゃ

3==EEBEz--EE===t12=ZEE--=働
ZEE-帽
==-Ez--zE凶
す
く
冷
め
や
す
い
し
、
土
な
ベ

閣

や

ホ

l
p
1
は
熱
し
に
く
く
冷

一

長

野

あ

ず

み

農

協

に

て

一

め

に

く

い

と

い

う

特

徴

が

あ

一

溝

井

一

-

り

、

使

い

わ

け

が

大

切

で

す

。

川
マ
点
火
は
自
動
式
で
も
、
掃
除
は

…

雪

降

h
て

山

肱

屋

根

の

如

く

見

ゆ

あ

ず

み

農

協

山

手

動

で

町

の

怠

に

せ

ま

り

で

-

ガ

ス

コ

γ

ロ

、

ガ

ス

ス

ト

l

明
一
歳
誌
に
営
積
も
ら
せ
し
周
ア
の
山
冬
空
高
く

m

プ
の
炎
が
十
分
に
、
ま
た
美
し

m

朝
の
陽
に
澄
む

4

町
く
捕
っ
て
で
る
よ
う
に
、
プ
ラ

-

松

本

子

を

え

る

電

皐

の

窓

よ

り

は

雪

解

け

初

む

川

γ
な
ど
で
バ
ー
ナ
ー
の
ゴ
ミ
、

川

翁

株

蒸

し

山

ホ

コ

リ

、

ス

ス

を

取

り

除

き

ま

一

川

ょ

の

水

こ

と

ご

と

く

利

用

さ

れ

て

こ

こ

の

山

血

し

ょ

う

o

不
完
全
然
読
の
危
険

叩
刈
湖
水

τ流
れ

ず

川

を

な

く

し

、

器

具

を

長

も

ち

さ

…
ま
向
い
の
紅
葉
の
山
よ

O
降

今

き

た

る

雨

は

紅

一

せ

る

こ

と

に

も

な

り

ま

す

。

由

の

色

を

に

じ

ま

す

川

次

号

で

は

電

気

に

つ

い

て

考

え

r

a

z

-

-

=

E

E

-

-

"

-

L

て
み
ま
す
。

も喜正源十

年
令

よ正良作次
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〈

mm〉
(
お
〉

〈

沼

〉

〈
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〉

世
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名
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曾 二二続

。孫 ククク孫 。孫
孫 男男柄
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ク
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夫
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好
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の

文

正

生

ご

男

主
ハ
ル
子
の
夫

章

母




